
固¥f(OL発行 今金町青年会議電話 0137-82-3488

青年会議とIj?
青年会議1iJ:絞め'l:奮い号ますと.町づくり事業、東北支緩事業、地域イベント拳画事業、元気活発化事

業、各種零員会協力惨と様々砂活動がおり孝司。簡単に奮えl歩・・・

今金町を盛り土11'[:、色九毛主ごとを学l審ろと~\うこと宮司。
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役職 氏名 役職 氏名
.d. 
長 苅屋泰裕 理 事 よ 村和 宏Z玉

副 会長 小川拓馬 I里 事 中尾 守

事務局長 伊藤和喜 I里 事 村本智之
.d. 
言十 山崎周 一 理 事 藤村大樹Z三

監 事 安西朋之 工臣ロと1 事 芳賀健太

*裏面ちあります女



東北視察研修

東北視察研修は、報道ではわからない実際の現地の状況を目で、肌で感じて東北・日本を元気

にする手助けを少しでちできれば!を目的に掲げ今年で交流会ち含めて5回目となりましだ。

今年は1回目から交流している雄勝町等に行きましだ。

"~-

福島県浪江町 雄勝町の小松夫人(左)

.今回、視察に行ったメンバーの苅屋会長、 小川副会長、仁木宏直さん (痩膏〉の感線を錦織致します・

苅 |ノデから5年。今回、 2回目の現地を視察してきた。率直な感想としては、町自体のI也番
，.... Iイ/ 再建は進んでいると感じたが、復興となるにはまだまだ時聞がかかるのだろうと感じた。E ¥ 「三陸の防災庁舎の周辺叫のかさ上げが勘、昨年の風景と日目いた。
居室 Ii 3li!日は福島にも行く事ができ、放射能汚染による、帰宅困難区域内も視察できた。今金町
」一一.J りも大きな町なのだが、 筈備員と醤察官しかいなく、まるで時聞が止まっているかのよ

うな異様な光景であった。

テレビでは感じられない360度の目撃と雰囲気に、現場に立つ重要性を改めて感じられ
た視察となりました。尚、雄勝町の方との交流は小松さんの仕事の関係上、奥様が対応し

てくださって、今回の目的の一つでもある今金町PRポスターも渡すことができました。

「一一一一一一ーー

石巻市立大川小学校、南三陸町防災庁舎視察 ¥ 1/1¥ 
現地ではなぜか、一般人が写真を揖るのがタブー的な雰囲気が漂う。しかし SNSの発展 ... 

がとどまる事のない昨今、一人の人聞ができることは身近な人にそれらを使い伝える事一 f 川 H

点に限ると感じた。その伝える内容も、今被災地が世界中と協力してどれだけ発展を遂げ / 川 11
ているのか賛否両論あれど防災庁舎より高く盛られた人口の土の山等の、メディアだけで I しーー
は感じる事のできないナマの現状に尽きる。

全国の過疎地に住む人闘がここを f見た事のない世界』で終わらせないことと、人と人の

繋がりで生まれる底力を見るべきであり、感じなければ今我々が済む日本の現状を把録す

ることはできないだろう。

『がんばろう日本s~がんばろう東北』が見事に死語となり、ある種目本全体が震災に対
してどう向き合うかという分岐点を迎えているように感じる。((つながろう日本》

仁

木

震災後初めて福島の現地を視察しましたが、メディアの報道だけでは得ることの出来ない情報

や空気を感じることができた。また、 5年たっても変わらない風景に、復興の在り方や原発問
題など自分自身考え直すきっかけになりました。微力ながら自分でも協力出来ることを見つけ

て貢献していきたいと思います。
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